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幼
い
頃
岩
泉
で
育

っ
た
。
５
歳
か
ら
９

歳
ま
で
の
５
年
間
、

父
母
の
仕
事
の
関
係

だ
っ
た
。
山
の
中
の

町
で
あ
っ
た
が
宇
霊

羅
山
が
そ
び
え
、
龍

泉
洞
が
あ
り
風
光
明

媚
で
穏
や
か
で
と
て

も
い
い
町
だ
。
記
憶
の
中
で
初

め
て
列
車
で
旅
行
し
た
の
は
岩

泉
線
だ
っ
た
。
当
時
は
小
本
線

と
呼
ば
れ
浅
内
が
終
着
駅
だ
っ

た
。
浅
内
駅
か
ら
母
の
実
家
の

最
寄
駅
、
陸
中
山
田
駅
ま
で
だ

っ
た
。
私
に
は
幼
い
時
の
記
憶

が
詰
ま
っ
た
と
て
も
思
い
出
深

い
線
路
だ
▼
岩
泉
線
は
特
定
地

方
交
通
線
の
第
２
次
廃
止
対
象

路
線
に
選
定
さ
れ
た
が
、
国
道

３
４
０
号
線
が
代
替
道
路
に
不

適
当
と
し
て
廃
止
申
請
が
取
り

下
げ
ら
れ
た
経
緯
を
持
つ
。
現

在
、
岩
泉
線
は
一
昨
年
７
月
の

土
砂
崩
れ
に
よ
る
脱
線
事
故
に

よ
り
全
線
で
運
転
を
見
合
わ
せ

て
い
る
。
地
元
に
と
っ
て
通
学

・
通
院
と
な
く
て
は
な
ら
な
い

生
活
に
密
着
し
た
路
線
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
早
期

復
旧
を
待
ち
望
ん
で
い
る
▼
1

月
岩
泉
で
９
０
０
人
が
参
加
し

「
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
早
期
復
旧
住
民

決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
利
用
者
か
ら
は
「
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
代
行
は
急
勾

配
・
急
カ
ー
ブ
な
ど
で
体
調
不

良
に
な
る
」
と
の
報
告
が
あ
り
、

「
一
日
も
早
い
運
転
再
開
が
住

民
の
明
日
へ
の
希
望
と
な
る
」

と
い
う
事
が
全
体
で
確
認
さ
れ

集
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
▼

３
月
30
日
Ｊ
Ｒ
は
１
３
０
億
円

の
費
用
・
長
期
の
工
期
や
、
乗

客
が
年
々
減
少
し
て
い
る
事
を

理
由
に
、
地
元
の
希
望
を
無
視

し
鉄
道
と
し
て
の
復
旧
を
断
念

す
る
と
発
表
し
た
。
地
元
の
皆

さ
ん
に
は
十
分
な
説
明
と
協
議

を
丁
寧
に
行
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
バ
ス
を
運
転
す
る
国

道
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。
地
元

の
皆
さ
ん
が
納
得
す
る
は
ず
も

な
い
。
山
田
線
・
大
船
渡
線
と

合
わ
せ
、
鉄
路
で
の
再
開
を
求

め
住
民
の
皆
さ
ん
と
闘
い
続
け

る
事
を
決
意
し
て
い
る
（
Ｂ
）

　

大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
１
年

に
な
る
３
月
11
日
、
福
島
県
民
大

集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
原

発
事
故
の
関
心
は
高
く
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
参
加
者
は
内
野
席
で
は

入
り
切
ら
ず
比
較
的
放
射
線
量
の

高
い
外
野
芝
生
席
ま
で
立
ち
入
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

大
震
災
の
大
事
故
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
３
月
１１
日
に
「
原
発
は
い
ら
な
い
！
３
・
１１
福
島
県
民
大

集
会
」
が
福
島
県
郡
山
市
の
開
成
山
球
場
で
１
６
０
０
０
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
国
労
か
ら
も
平

和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
88
人
の
代
表
団
の
一
員
と
し
て
９
人
、
青
森
平
和
労
組
会
議
76
人
の
代
表
団

の
一
員
と
し
て
４
人
が
参
加
し
た
。
両
県
と
も
バ
ス
移
動
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

集
会
で
は
、
福
島
県
民
代
表
者
の
痛
切
な
訴
え
生
の
声
が
発
せ
ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ

と
福
島
を
取
り
戻
す
運
動
、
反
・
脱
原
発
の
取
り
組
み
が
集
会
・
デ
モ
行
進
で
訴
え
ら
れ
た
。

　

集
会
に
参
加
し
た
及
川
孝
（
盛
岡
電
気
分
会
）、
阿
保
光
春
（
青
森
運
輸
区
分
会
）
さ
ん
の
寄
稿
を

掲
載
し
報
告
と
す
る
。

　

作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
集

会
で
、
「
原
発
事
故
を
無
く
す
る

こ
と
は
出
来
ま
す
。
そ
れ
は
日
本

に
あ
る
54
基
の
原
発
を
全
て
停
止

す
る
こ
と
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
、
満
場
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
デ
モ
行
進
に
岩

手
か
ら
参
加
し
た
仲
間
も
元
気
良

く
参
加
し
、
全
日
程
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

バ
ス
車
中
で
は
、
行
き
は
平
環

セ
ン
タ
ー
の
豊
巻
議
長
に
よ
る
労

働
講
座
、
帰
り
は
報
告
集
会
が
あ

り
岩
教
組
の
仲
間
か
ら
は
集
会
会

場
周
辺
の
放
射
線
量
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
気
に
な
る
放
射
線
量

で
す
が
、会
場
内
野
席
下
部
0
・
24
、

が
、
原
発
事
故
か
ら
立
ち
あ
が
ろ

う
と
奮
闘
し
て
い
る
福
島
県
民
に
、

勇
気
と
希
望
を
与
え
る
歌
声
を
熱

唱
し
ま
し
た
。

　

14
時
か
ら
の
大
集
会
で
は
呼
び

か
け
人
代
表
で
福
島
大
学
副
学
長

の
清
水
修
二
さ
ん
か
ら
「
原
発
事

故
か
ら
、
一
緒
に
助
け
合
っ
て
立

ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私

上
部
0
・
75
、
デ
モ
コ
ー
ス
0
・

8
〜
1
・
4
（
単
位
は
μ
S
v
／

h
）
と
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
日
の

参
考
値
で
す
が
、
岩
手
に
比
べ
て

高
い
デ
ー
タ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
に
参
加
し
、
私
た
ち
は
二

度
と
福
島
の
悲
劇
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

国
は
原
発
マ
ネ
ー
を
地
方
に
押
し

付
け
Ｎ
Ｏ
と
言
え
な
い
仕
組
み
を

創
っ
た
責
任
は
大
き
く
、
原
発
事

故
に
想
定
外
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

を
真
剣
に
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
福
島
県
民
の
声
を
、

地
域
に
職
場
に
広
め
次
世
代
の
た

め
に
「
原
発
Ｎ
Ｏ
」
を
訴
え
続
け

て
い
こ
う
。

た
ち
の
力
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
し

ま
う
の
が
放
射
能
で
す
。
こ
の
分

断
を
乗
り
越
え
て
、
心
を
一
つ
に

し
て
前
に
進
も
う
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。　

 
続
い
て
同
じ
く
呼
び
か
け
人
の

作
家
、
大
江
健
三
郎
さ
ん
か
ら

「
今
の
社
会
は
倫
理
観
が
薄
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
原
発

事
故
に
よ
り
多
く
の
方
が
放
射
能

に
苦
し
ん
で
い
る
状
況
の
中
で
も

原
発
を
容
認
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
る
。
全
国
の
原
発
を
廃
炉
に

す
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
福
島
県
内
の
呼
び
か
け

人
か
ら
、
原
発
事
故
に
よ
り
避
難

を
余
議
な
く
さ
れ
て
い
る
実
態
・

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
土
地

を
離
れ
ず
耕
し
て
い
る
農
家
の
苦

悩
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
原
発
事
故
・
放
射
能
の

恐
ろ
し
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

当
初
市
民
感
情
に
考
慮
し
、
静

か
な
？
デ
モ
行
進
の
予
定
で
あ
っ

た
が
、
集
会
を
受
け
て
多
く
の
参

加
者
は
原
発
に
対
す
る
怒
り
を
、

シ
ュ
プ
レ
ッ
ヒ
コ
ー
ル
で
郡
山
市

民
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

交
流
会

▽
５
月
１
日
（
各
地
区
）　

　

第
83
回
メ
ー
デ
ー

▽
５
月
17
・
18
日
（
東
京
）

第
13
回
東
日
本
本
部
軟
式
野
球

大
会

▽
５
月
19
日
（
盛
岡
）

　

岩
手
県
交
運
労
協
学
習
交
流
会

原発はいらない
3.11福島集会

福
島
の
代
表
団
か
ら
痛
切
な
訴
え

福
島
の
代
表
団
か
ら
痛
切
な
訴
え

岩
手
・
青
森
か
ら
も
代
表
団
164
人
が
参
加

　

加
藤
登
紀
子
さ
ん
に
よ
る
「
脱

原
発
」
の
訴
え
と
心
に
響
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
、
そ

の
後
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
６
人
の
福
島
県
民
よ

り
「
見
え
な
い
放
射
線
量
が
降
り

注
ぎ
、
体
に
影
響
が
出
る
の
で
は

と
不
安
。
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

山
形
県
に
自
主
避
難
し
た
」
（
女

性
）
「
自
然
と
対
立
す
る
の
が
原

発
。
農
業
と
原
発
、
人
間
と
原
発

は
共
存
で
き
な
い
」
（
男
性
）

「
原
発
事
故
で
飯
館
村
の
農
家
は

農
地
も
牛
も
全
て
を
失
っ
た
。
高

い
放
射
線
量
の
中
で
水
道
水
も
飲

ん
で
き
た
。
ど
こ
に
安
全
が
あ
る

の
か
。
こ
れ
は
天
災
で
は
な
く
人

災
だ
」
（
男
性
）
「
転
校
し
被
災

者
と
な
っ
た
。
原
発
で
津
波
の
被

害
に
遭
っ
て
い
る
人
を
助
け
に
行

く
こ
と
も
で
き
な
い
。
人
の
命
も

守
れ
な
い
の
に
経
済
と
か
言
っ
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。
未
来
を
一

緒
に
考
え
て
行
こ
う
」
（
女
子
学

生
）
と
の
痛
切
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

「会場の球場に陣取る岩手県代表団」

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事

故
１
周
年
を
迎
え
た
３
月
11
日
、

郡
山
市
の
開
成
山
野
球
場
に
於
い

て
「
原
発
い
ら
な
い
！
３
・
11
福

島
県
民
大
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

青
森
平
和
労
組
会
議
の
代
表
団
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
で
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ
ん






































青森県代表団

怒
り
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

青
森
運
輸
区
分
会
　
阿
保
　
光
春

怒
り
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

　

北
上
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
26
）
の
投
票
が
３

月
25
日
に
行
わ
れ
た
。
組

織
内
候
補
の
社
民
党
公
認

の
星
あ
つ
子
さ
ん
（
53
）

は
国
労
組
合
員
、
支
援
単

組
、
退
職
者
の
会
、
地
元

の
方
々
か
ら
大
き
な
支
援

を
受
け
な
が
ら
選
挙
戦
を

展
開
、
１
６
８
９
票
を
獲

得
し
第
９
位
で
３
度
目
の

当
選
を
果
た
し
た
。

▽
４
月
11
日
（
盛
岡
）

　

第
７
回
地
本
執
行
委
員
会

▽
４
月
14
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
春
闘
交
流
会

▽
４
月
21
日
（
大
宮
）

東
日
本
本
部
助
役
試
験
合
格
者

同
選
挙
に
は
、
社
民
党
公
認
で
自

治
労
出
身
の
平
田
ミ
イ
子
（
57
）

さ
ん
が
大
船
渡
市
の
復
興
を
目
ざ

し
５
度
目
の
議
席
確
保
に
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
田
さ
ん
の
当
選
に
向
け
友
人

・
知
人
の
紹
介
を
要
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

電
話
０
１
９‐２
７‐０
３
２
８

　

大
船
渡
市
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
20
）
が
、
４
月
15
日
告
示
、
同

月
22
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
る
。

岩手県代表団

盛
岡
電
気
分
会
　
及
川
　
孝

原
発
NO
を
訴
え
続
け
よ
う

星
あ
つ
子
さ
ん
９
位
で
当
選

＝謝意を述べる星さん＝

平
田
ミ
イ
子
さ
ん
の

議
席
確
保
に
協
力
を

４
月
22
日
投
票
・
大
船
渡
市
議
選

　

一
括
和
解
以
降
、
東
日
本
本
部

内
で
99
名
の
組
織
拡
大
と
な
る
中
、

地
方
本
部
と
し
て
も
拡
大
に
全
力

を
挙
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
地
方
本
部
は
３
月

20
日
、
「
第
２
回
地
方
本
部
・
支

部
役
員
組
織
対
策
会
議
」
を
青
森

市
・
国
労
青
森
支
部
会
館
に
て
開

催
し
、
地
本
・
各
支
部
役
員
計
18

人
が
出
席
し
て
組
織
拡
大
に
向
け

た
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

会
議
は
齋
藤
委
員
長
を
座
長
に

選
出
し
、
進
行
。
「
分
会
の
現
状

と
課
題
を
把
握
し
、
４
月
の
各
地

区
集
会
へ
連
動
し
た
取
り
組
み

を
」
と
の
佐
々
木
書
記
長
の
提
起

に
引
き
続
き
、
両
支
部
か
ら
報
告

を
受
け
た
。
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
は
、
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
分
会
の

一
方
で
取
り
組
み
方
自
体
に
悩
ん

で
い
る
分
会
も
あ
る
な
ど
、
分
会

毎
の
「
温
度
差
」
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
分
会
の

「
形
」
に
合
わ
せ
て
の
指
導
・
助

言
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
そ
の
た
め
に
も
丁
寧

な
現
状
分
析
の
必
要
性
を
改
め
て

全
体
で
確
認
し
た
。

　

今
、
国
労
復
帰
・
加
入
の
ウ
ネ

リ
は
東
京
を
中
心
に
強
ま
っ
て
い

る
が
、
地
方
に
お
い
て
も
そ
の
萌

芽
は
確
実
に
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
仕
事
を
通
じ
信
頼
を
得
る

中
で
国
労
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
、
国
労
の
運
動
に
共
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
職
場

で
「
波
風
を
立
て
る
」
こ
と
を
懼

れ
ず
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
皆
で

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
意
思

統
一
し
て
や
り
き
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

盛
岡
支
部
は
７
月
に
、
青
森
支

部
は
９
月
に
、
地
方
本
部
は
９
月

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組
織
拡
大
対
策

会
議
を
予
定
し
て
い
る
。
成
果
と

課
題
を
持
ち
寄
る
べ
く
、
組
合
員

一
人
ひ
と
り
の
奮
闘
を
節
に
お
願

い
す
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

皆
で
出
来
る
こ
と
を

し
っ
か
り
と
職
場
で

「
地
本
・
支
部
役
員
組
織
対
策
会
議
」

北
上
市
議
選
挙
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春
分
の
日
の
３
月
20
日
、
国
労

青
森
支
部
会
館
に
お
い
て
「
第
67

回
支
部
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
に
は
10
人
の
支
部
委
員
を
は

じ
め
支
部
執
行
部
・
地
本
書
記
長

・
組
織
部
長
、
斎
藤
青
森
市
議
が

参
加
し
議
長
に
中
嶋
委
員
（
青
森

運
転
）
を
選
出
し
て
今
後
の
運
動

方
針
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

挨
拶
し
た
阿
部
委
員
長
は
「
皆

さ
ん
も
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
我
々
国

労
に
と
っ
て
『
組
織
拡
大
』
が
喫

緊
の
第
一
課
題
。
青
森
支
部
も
今

後
の
十
年
を
考
え
る
と
組
織
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
支
部
も

拡
大
へ
引
続
き
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
が
、
各
機
関
で
も
い
っ

そ
う
強
め
て
ほ
し
い
。
３
・
11
東

日
本
大
震
災
以
来
全
国
で
『
脱
原

発
』
の
闘
い
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
る
。
４
月
７
日
に
は
『
４
・
９

反
核
燃
の
日
全
国
集
会
』
が
青
い

森
公
園
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
今
一
度
反
核
燃
の
闘
い
を
地

域
に
広
げ
て
い
こ
う
。
新
幹
線
の

開
業
で
職
場
状
況
が
大
き
く
変
わ

っ
た
た
め
野
辺
地
三
沢
地
域
分
会

を
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

後
は
新
体
制
で
闘
い
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
『
再
処
理
工

場
』
や
『
三
沢
基
地
』
を
抱
え
た

難
し
い
地
域
で
あ
り
大
湊
地
域
と

も
し
っ
か
り
連
携
を
取
り
な
が
ら

闘
い
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

青
森
市
に
於
け
る
市
・
県
の
交

通
政
策
に
つ
い
て
斎
藤
市
議
は

「
第
２
次
中
心
商
店
街
活
性
化
事

業
に
よ
る
青
森
駅
の
改
修
で
、
新

駅
舎
内
に
東
西
自
由
通
路
の
設
置

が
ほ
ぼ
決
定
し
た
。
こ
の
事
業
は

青
森
市
に
よ
る
60
億
円
程
度
の
投

資
と
な
る
見
込
み
。
青
い
森
鉄
道

の
新
駅
設
置
に
つ
い
て
は
、
筒
井

駅
は
進
展
し
て
い
る
が
、
青
操
跡

地
開
発
の
頓
挫
に
よ
り
青
森
中
央

駅
は
県
が
当
面
凍
結
の
方
針
。
青

い
森
鉄
道
の
各
駅
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
に
。
市
交
通
バ
ス
路
線
で
は

３
路
線
を
廃
止
、
30
路
線
を
民
間

委
託
の
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

地
域
交
通
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
国
労
運
動
の
正
当
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
労
働
組
合
ら
し
い
組
合
と

し
て
国
労
の
発
展
を
期
待
す

る
。」
と
し
た
。

　

こ
の
後
経
過
と
方
針
の
討
議
に

入
り
、
集
約
答
弁
で
は
佐
々
木
支

部
書
記
長
が
①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

の
最
終
解
決
か
ら
組
織
の
強
化
・

拡
大
に
つ
い
て
②
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社

と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
賃
上
げ
回

答
か
ら
鉄
道
の
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
立
に
つ
い
て
③
国
民
不
在
の

政
治
状
況
か
ら
民
意
を
反
映
さ
せ

る
た
め
の
政
治
の
実
現
に
向
け
て

の
３
点
に
わ
た
り
集
約
し
た
。
そ

の
後
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
て

会
議
を
終
了
し
た
。

　

経
過
・
方
針
で
の
発
言
要
旨
は

次
の
通
り
。

◇
高
森
機
関
代
表（
青
森
駅
連
合
）

賃
金
新
制
度
へ
の
移
行
で
組
合
費

の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

◇
蝦
名
機
関
代
表
（
青
森
貨
物
）

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
13
年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ

回
答
。
23
日
ま
で
引
き
続
き
抗
議

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
行
動
を
。

◇
野
坂
委
員
（
野
辺
地
地
域
）

09
年
か
ら
仙
建
に
出
向
。
３
年
を

経
過
し
出
向
の
延
長
を
希
望
し
た

が
、
本
務
へ
復
帰
と
な
る
ら
し
い
。

本
人
希
望
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
が
。

青
森
支
部　

高
瀬
貴
弘

　

３
月
９
日
、
日
本
青
年
館
で
春

闘
勝
利
国
労
青
年
婦
人
家
族
中
央

行
動
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
80

人
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
学
習
会
と
本
部
主
催
の

春
闘
勝
利
総
決
起
集
会
と
デ
モ
行

進
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
午
後
の

交
流
会
で
は
、
札
幌
・
広
島
か
ら

参
加
し
た
青
年
部
が
国
労
に
入
っ

た
動
機
と
決
意
表
明
が
あ
り
、
大

き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

家
族
会
か
ら
は
、
夫
だ
け
で
な
く
、

両
親
・
兄
弟
も
会
員
に
な
れ
る
こ

と
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
婚
活
に

も
力
を
入
れ
会
員
加
入
し
て
下
さ

い
と
呼
び
か
け
、
に
ぎ
や
か
な
笑

い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
婦
人
部

か
ら
は
、
医
療
職
場
や
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
の
雇
い
止
め
の
話
が
さ

れ
、
労
働
条
件
改
善
の
り
組
み
に

力
を
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
３
・
11
東
日
本
大
震
災

の
様
子
、
体
験
を
報
告
し
支
援
に

対
す
る
お
礼
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　

地
本
婦
人
部
長　

小
野
寺
京
子

3月20日

組
織
拡
大
、反
核
燃
・
脱
原
発
に
全
力

＝
第
67
回
青
森
支
部
拡
大
委
員
会
＝

「委員会は中嶋議長で進められた」
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全
国
か
ら
80
人
が
参
加

「
青
・
婦
・
家
」中
央
行
動

賃上げ、震災復興、反原発を訴える賃上げ、震災復興、反原発を訴える
410人結集・国労東北春闘勝利総決起集会410人結集・国労東北春闘勝利総決起集会

　

３
月
９
日
仙
台
市
民
会
館
で
、

東
北
３
地
本
か
ら
４
１
０
人
（
盛

岡
85
人
）
の
組
合
員
が
結
集
し
国

労
東
北
春
闘
勝
利
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
１
部
で
は
、
東
北
労
働
講

座
が
行
わ
れ
、
東
北
運
輸
局
震
災

復
興
室
長
の
猶
野
喬
氏
を
講
師
に

迎
え
、
震
災
復
旧
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部

の
鉄
道
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、

沿
線
地
域
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
と

整
合
を
図
り
な
が
ら
、
ル
ー
ト
変

更
や
駅
の
移
設
等
を
検
討
す
る

「
復
興
調
整
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
提
案
が
あ
っ
た

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス

高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
復

旧
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー

ル
で
の
復
旧
を
求
め
る
声
が
多
く

今
後
地
元
と
の
調
整
が
必
要
な
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

３
月
に
は
八
戸
線
の
全
線
運
行
再

開
や
三
陸
鉄
道
の
部
分
的
な
再
開

が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
今
後
の

観
光
復
興
に
も
力
を
い
れ
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

第
２
部
は
、
大
沼
事
務
局
長

（
仙
台
地
本
）
の
開
会
挨
拶
で
は

じ
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
松

井
東
日
本
本
部
書
記
長
、
齋
藤
議

長
（
盛
岡
地
本
）
か
ら
挨
拶
を
受

け
、
社
民
党
宮
城
県
連
合
、
共
産

党
宮
城
県
委
員
会
、
宮
城
県
平
和

労
組
、
東
北
交
運
労
協
、
福
島
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
の
方
々
か

ら
来
賓
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、
決
意
表
明
を
東
北
３

地
本
か
ら
受
け
、
５
０
０
０
円
の

賃
上
げ
、
契
約
社
員
の
正
社
員
化

な
ど
を
求
め
る
中
で
、
「
反
失
業

・
反
貧
困
」
「
震
災
か
ら
の
復

興
」
「
反
原
発
」
「
消
費
税
増
税

反
対
」
を
訴
え
、
東
北
貨
物
協
議

会
の
髙
橋
副
議
長
（
秋
田
地
本
）

か
ら
は
、
春
闘
貨
物
署
名
２
５
４

筆
を
集
め
13
年
連
続
の
「
ベ
ア
・

ゼ
ロ
」
は
断
固
阻
止
す
る
決
意
が

表
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
国
労
東
北
協
議
会
が

先
頭
に
立
っ
て
職
場
、
地
域
か
ら

奮
闘
し
あ
う
こ
と
を
決
意
す
る
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
で
採
択
し
、

齋
藤
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
デ
モ
行
進
へ
と
移
動
し
た
。

　

デ
モ
行
進
後
、
東
北
貨
物
協
議

会
７
分
会
か
ら
60
人
の
参
加
で
恒

例
の
懇
親
会
を
開
催
し
、
16
日
の

最
終
回
答
日
ま
で
奮
闘
す
る
こ
と

を
意
思
統
一
し
１
日
行
動
を
終
了

し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

青
森
貨
物
分
会　

蝦
名　

忠
夫

＝盛岡からも85人が参加しデモ行進＝

　

西
日
本
運
輸
協
議
会
の
仲
間
が

や
っ
て
来
た
。
あ
の
日
、
あ
の
瞬

間
を
身
体
に
、
そ
し
て
心
に
焼
き

付
け
る
た
め
に
。

　

秋
田
泰
宏
同
協
議
会
事
務
長

（
鴨
野
駅
）
を
は
じ
め
広
島
、
岡

山
、
大
阪
等
々
か
ら
来
た
５
人
の

仲
間
。
彼
ら
は
３
月
21
日
福
島
、

宮
城
を
か
わ
き
り
に
、
22
日
も
早

朝
か
ら
熊
谷
秀
三
さ
ん
の
墓
参
り

を
済
ま
せ
被
災
地
の
現
状
把
握
に

奔
走
し
た
。

　

盛
岡
地
方
運
輸
協
議
会
議
長
の

小
野
寺
俊
彦
（
盛
岡
駅
連
合
分

会
）
さ
ん
と
共
に
22
日
案
内
し
た

の
は
、
鹿
折
唐
桑
、
陸
前
高
田
〜

盛
、
釜
石
、
鵜
住
居
、
大
槌
、
陸

中
山
田
の
各
駅
で
あ
る
。

　

し
か
し
見
る
と

聞
く
と
は
大
違
い

の
現
状
、
声
に
な

ら
な
い
状
況
に
溜

息
し
か
出
な
い
。

し
き
り
に
出
る
の

は
「
何
で
こ
ん
な

の
が
こ
こ
に
有
る

の
？
何
も
無
い
け
ど
本
当
に
こ
こ

に
街
が
有
っ
た
の
？
」
で
あ
る
。

時
折
り
吹
く
風
に
各
自
治
体
に
よ

っ
て
瓦
礫
撤
去
の
進
行
状
況
が
違

う
た
め
、
土
煙
と
も
砂
煙
と
も
言

え
ぬ
塵
が
舞
上
が
る
。

　

瀬
戸
内
と
は
断
然
に
違
う
海
の

色
に
「
綺
麗
な
海
だ
」
と
の
声
が

し
き
り
に
発
せ
ら
れ
る
が
、
し
か

し
あ
の
日
あ
の
瞬
間
は
、
こ
の
綺

麗
な
海
も
ど
す
黒
い
水
へ
と
変
貌

し
、
２
万
人
に
及
ぼ
う
と
い
う
人

々
に
襲
い
か
か
っ
た
の
だ
。

　

21
日
は
仙
台
地
方
運
輸
協
議
会

の
仲
間
も
参
加
し
約
２
時
間
近
く

の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
彼
ら

の
一
番
気
に
な
る
事
は
、
こ
の
大

災
害
で
避
難
す
る
と
い
う
事
、
し

ろ
と
い
う
事
を
指
示
ま
た
は
判
断

し
た
の
は
一
体
誰
な
の
か
で
あ
る
。

通
信
機
器
の
使
え
な
い
状
況
下
に

お
い
て
の
判
断
は
、
自
分
だ
け
で

あ
っ
た
事
。
と
同
時
に
、
電
気
が
、

通
信
機
器
が
使
用
不
能
の
際
の
通

信
手
段
確
保
が
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
事
を
彼
ら
に
伝
え
、
宮
古
地

域
分
会
へ
無
事
引
き
継
い
だ
事
を

報
告
す
る
。

　

気
仙
沼
地
域
分
会　

熊
谷
泰
幸

あ
の
日
、
あ
の
瞬
間
を
身
体
と
心
に

焼
き
付
け
る
た
め
に
仲
間
が
被
災
地
へ

◇
西
日
本
本
部
運
輸
協
議
会
代
表
５
人
◇


